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対応状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

467



外
部
評
価
に
お
け
る
意
見
へ
の
対
応
状
況

評
価
区
分

目
標
値

実
績
値

次
の
目
標

（
年
度
）

（
年
度
）

（
年
度
）

・
県
公
式
L
IN
E
メ
ニ
ュ
ー
に
防
災
情
報
が
あ
る

が
、
そ
こ
か
ら
防
災
ア
プ
リ
の
登
録
や
閲
覧
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
良
い
。

・
県
公
式
L
IN
E
メ
ニ
ュ
ー
（
防
災
情
報
）
に
、
ア

プ
リ
登
録
サ
イ
ト
の
リ
ン
ク
を
追
加
。

・
ダ
ム
の
緊
急
放
流
な
ど
の
河
川
情
報
や
警
固

断
層
な
ど
の
情
報
を
掲
載
い
た
だ
き
た
い
。

・
ダ
ム
や
河
川
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
ア

プ
リ
ト
ッ
プ
画
面
か
ら
簡
易
に
詳
細
ペ
ー
ジ
へ

遷
移
す
る
こ
と
が
出
来
る
仕
組
み
と
し
て
い

る
。

警
固
断
層
な
ど
の
地
震
に
関
す
る
情
報
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
の
地
震
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
県
内
の
想
定
震
度
や
液

状
化
に
関
す
る
情
報
を
年
度
末
に
掲
載
す
る
予

定
。

・
県
民
の
方
が
個
人
レ
ベ
ル
で
必
要
な
情
報
に

た
ど
り
着
け
る
よ
う
に
、
ア
プ
リ
か
ら
リ
ン
ク
に

飛
べ
る
よ
う
に
な
る
と
よ
い
。

・
ア
プ
リ
で
は
、
土
砂
災
害
や
河
川
の
情
報
の

他
、
リ
ン
ク
集
を
通
じ
て
、
自
治
体
の
防
災
ペ
ー

ジ
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
交
通
情
報
等
の
様
々
な
防

災
に
関
連
す
る
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能

な
仕
組
み
と
し
て
い
る
。

・
成
果
指
標
は
登
録
者
数
と
な
っ
て
い
る
が
、

事
業
費
は
シ
ス
テ
ム
の
保
守
運
用
に
関
す
る
も

の
で
あ
り
、
指
標
が
事
業
費
に
基
づ
い
て
い
な

い
。

・
保
守
運
用
に
関
す
る
成
果
指
標
と
し
て
、
新
た

に
「
ア
プ
リ
の
稼
働
率
」
を
設
定
し
、
事
業
効
果

を
適
切
に
図
っ
て
ま
い
る
。

・
ア
プ
リ
の
ト
ッ
プ
画
面
の
設
計
に
つ
い
て
、
状

況
に
応
じ
そ
の
時
必
要
な
情
報
が
一
番
上
に

表
示
さ
れ
る
な
ど
、
使
い
や
す
く
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

・
ア
プ
リ
の
ト
ッ
プ
画
面
で
は
、
発
表
さ
れ
て
い

る
気
象
情
報
の
他
、
「
災
害
に
備
え
る
」
コ
ン
テ

ン
ツ
を
現
在
の
災
害
警
戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
内

容
に
て
表
示
し
て
い
る
。

・
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
改
め
て
ト
ッ
プ
画
面
に
必

要
な
情
報
を
精
査
し
、
よ
り
使
い
や
す
い
防
災

ア
プ
リ
を
目
指
し
て
ま
い
る
。

・
市
町
村
の
ア
プ
リ
や
市
町
村
が
提
供
す
る
情

報
と
う
ま
く
連
携
さ
せ
る
こ
と
が
県
民
に
と
っ

て
大
事
な
の
で
、
コ
ス
ト
も
含
め
て
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

・
現
在
「
ま
も
る
く
ん
」
で
は
、
県
内
市
町
村
の
防

災
情
報
と
連
携
し
、
市
町
村
が
発
信
す
る
避
難

指
示
や
避
難
所
の
開
設
状
況
・
混
雑
状
況
等
の

防
災
情
報
を
配
信
し
て
い
る
。

・
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
さ
ら
な
る
連
携
を
検

討
し
て
ま
い
る
。

1
7
0
,
1
8
1
人

(
R
5
年
度
)

2
0
万
人

(
R
5
年
度
)

・
「
ふ
く
お
か
防
災

ナ
ビ
・
ま
も
る
く

ん
」
総
登
録
者
数

・
防
災
ア
プ
リ
「
ふ
く
お
か
防

災
ナ
ビ
・
ま
も
る
く
ん
」
の
配

信
（
気
象
警
報
、
避
難
情
報

等
）

・
防
災
ア
プ
リ
の
登
録
促
進

・
県
民
が
、
災
害
へ
の
備
え
と
い
ざ
と
い
う
時
に
適

切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、

　
現
在
地
の
防
災
情
報
を
プ
ッ
シ
ュ
通
知
に
よ
り
お

知
ら
せ
し
、

　
避
難
所
の
情
報
を
地
図
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
、

　
災
害
時
に
取
る
べ
き
行
動
を
イ
ラ
ス
ト
で
示
す
、

と
い
っ
た
、
防
災
メ
ー
ル
を
強
化
し
た
３
つ
の
特
徴

を
活
用
し
て
、
配
信
す
る
。

(
1
)
「
ふ
く
お
か
防
災
ナ
ビ
・
ま

も
る
く
ん
」
整
備
事
業

総
務
部
防
災
危
機
管
理
局

防
災
企
画
課

県
の
対
応
状
況

外
部
評
価
に
お
け
る
意
見

(
今
後
の

方
向
性
)

継
続

(一
部
改
善
)

3
0
万
人

(
R
6
年
度
)

事
業
名

担
当
課

指
標

事
業
の
内
容

事
業
の
ね
ら
い
・
目
的

外
部
評
価
時
点
で
の
事
業
の
状
況
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評
価
区
分

目
標
値

実
績
値

次
の
目
標

（
年
度
）

（
年
度
）

（
年
度
）

県
の
対
応
状
況

外
部
評
価
に
お
け
る
意
見

(
今
後
の

方
向
性
)

事
業
名

担
当
課

指
標

事
業
の
内
容

事
業
の
ね
ら
い
・
目
的

外
部
評
価
時
点
で
の
事
業
の
状
況

・
事
業
概
要
１
の
自
転
車
通
勤
の
普
及
促
進
に

つ
い
て
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
の
指
標
設
定
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

・
イ
ン
プ
ッ
ト
指
標
で
は
な
い
も
の
の
、
自
転
車

通
勤
普
及
促
進
セ
ミ
ナ
ー
の
効
果
を
、
よ
り
明

確
に
把
握
で
き
る
よ
う
「
セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ
か

け
に
自
転
車
通
勤
を
検
討
し
た
企
業
」
を
指
標

と
し
て
追
加
す
る
。

・
自
転
車
通
勤
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
環
境
保
護
や

健
康
増
進
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と

が
成
果
指
標
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

・
環
境
保
護
や
健
康
増
進
効
果
を
把
握
す
る
に

は
、
二
酸
化
炭
素
削
減
率
や
健
康
に
つ
い
て
の

調
査
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
と
自
転
車
通

勤
と
の
因
果
関
係
を
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
成
果
指
標
と
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

・
ト
ー
タ
ル
で
自
転
車
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
、
思
い
切
っ
た
と
こ
ろ
ま

で
や
る
と
い
っ
た
取
組
の
本
気
度
が
全
く
見
え

な
い
。
で
き
る
と
こ
ろ
で
や
ろ
う
と
す
る
と

ゴ
ー
ル
は
見
え
ず
、
こ
れ
で
は
成
果
の
出
よ
う

が
な
い
。

・
当
該
事
業
は
、
第
２
次
福
岡
県
自
転
車
活
用

推
進
計
画
に
則
し
た
施
策
の
ご
く
一
部
で
あ
る

が
、
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え
、
社
会
に
お
け
る

自
転
車
の
あ
り
方
や
目
指
す
べ
き
ゴ
ー
ル
に
つ

い
て
総
合
的
な
議
論
を
行
っ
た
上
で
、
次
期
計

画
の
施
策
を
検
討
す
る
。

・
自
転
車
通
勤
と
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
で
は
レ
ベ

ル
が
相
当
違
う
が
、
な
ぜ
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
ど
こ
に
焦
点
を
当
て
て

事
業
を
行
う
の
か
を
明
確
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

・
自
転
車
通
勤
の
普
及
と
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
に
つ
い
て
は
、
第
２
次
福
岡
県
自
転
車

活
用
推
進
計
画
に
お
い
て
は
、
同
じ
県
の
取
り

組
む
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

事
業
そ
の
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
課
で
取
り

組
ん
で
お
り
、
当
課
で
実
施
し
て
い
る
事
業
で

は
自
転
車
通
勤
に
焦
点
を
当
て
て
実
施
し
て
い

る
。

(
3
)
ホ
ー
ム
レ
ス
等
自
立
支
援

事
業

福
祉
労
働
部

保
護
・
援
護
課

・
例
年
１
月
に
実
施
す
る
ホ
ー
ム
レ
ス
実
態
調
査
の

結
果
を
も
と
に
、
学
識
関
係
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の

支
援
団
体
と
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
の
現
状
を
分
析
し
、

路
上
生
活
か
ら
の
脱
却
支
援
、
脱
却
後
の
就
労
支

援
の
推
進
を
図
る
。

　
自
立
の
意
思
が
あ
り
な
が
ら
ホ
ー
ム
レ
ス
と
な
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
が
多
数
存
在
し
、
地

域
社
会
と
の
軋
轢
が
生
じ
つ
つ
あ
る
現
状
に
鑑

み
、
福
岡
県
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
推
進
協
議
会

を
設
置
し
、
市
町
村
及
び
民
間
団
体
と
連
携
し
て

自
立
支
援
策
を
講
じ
る
。

・
高
齢
や
障
が
い
等
の
理
由
に
よ
り
自
立
す
る
こ
と

が
難
し
い
矯
正
施
設
等
退
所
者
に
対
し
て
、
矯
正

施
設
入
所
中
か
ら
福
祉
的
ニ
ー
ズ
を
確
認
す
る
こ

と
で
退
所
後
直
ち
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
な

ぎ
、
帰
住
先
を
確
保
し
社
会
復
帰
と
再
犯
防
止
を

図
る
。

・
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
（
福
岡
県
ホ
ー

ム
レ
ス
自
立
支
援
推
進
協
議

会
の
設
置
、
運
営
）

・
福
岡
県
地
域
生
活
定
着
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等

・
県
内
の
ホ
ー
ム
レ

ス
数

－
1
6
3
人

(
R
5
年
度
)

－
継
続

(一
部
改
善
)

・
予
算
配
分
の
ほ
と
ん
ど
が
地
域
生
活
定
着
支

援
セ
ン
タ
ー
だ
が
、
こ
れ
に
関
す
る
成
果
指
標

が
な
い
。
大
き
な
社
会
の
シ
ス
テ
ム
が
動
く
と

こ
ろ
の
仕
組
み
が
ち
ゃ
ん
と
動
い
て
い
る
か
ど

う
か
を
見
る
と
い
う
意
味
で
は
成
果
指
標
は
重

要
。

・
事
務
事
業
評
価
書
を
修
正
し
、
成
果
指
標
と
し

て
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
援
実
績

を
追
加
す
る
。

・
リ
ピ
ー
タ
ー
率

6
2
％

(
R
5
年
度
)

6
8
.
1
％

(
R
5
年
度
)

6
3
％

(
R
6
年
度
)

・
県
の
観
光
情
報

S
N
S
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
（
国
内
向
け
）

1
3
万
人

(
R
5
年
度
)

1
0
5
,
2
8
1
人

(
R
5
年
度
)

1
5
万
人

(
R
6
年
度
)

・
県
の
観
光
情
報

S
N
S
フ
ォ
ロ
ワ
ー

数
（
海
外
向
け
）

2
8
万
人

(
R
5
年
度
)

4
2
4
,
9
5
0
人

(
R
5
年
度
)

3
1
万
人

(
R
6
年
度
)

・
国
庫
補
助
金
採

択
件
数

1
件

(
R
5
年
度
)

1
件

(
R
5
年
度
)

1
件

(
R
6
年
度
)

（
意
見
な
し
）

・
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

・
観
光
地
域
支
援
事
業

・
県
で
は
、
観
光
産
業
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
、

旅
行
者
の
県
内
周
遊
・
滞
在
を
促
進
す
る
た
め
、
地

域
連
携
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
地
域
連
携

D
M
O
）
で
あ
る
観
光
連
盟
と
連
携
し
て
、
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
観
光
地
域
づ
く
り
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

・
観
光
振
興
の
核
と
な
る
観
光
連
盟
の
組
織
強
化

を
図
り
、
安
定
的
か
つ
専
門
性
の
高
い
組
織
体
制

に
お
い
て
、
持
続
可
能
な
観
光
振
興
施
策
を
推
進

し
て
い
く
。

(
4
)
観
光
振
興
事
業

（
観
光
事
業
推
進
補
助
金
）

商
工
部
観
光
局

観
光
政
策
課

継
続

(一
部
改
善
)

(
2
)
自
転
車
活
用
推
進
事
業

企
画
・
地
域
振
興
部

交
通
政
策
課

・
「
福
岡
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の

設
置
数

・
自
転
車
活
用
推
進
法
第
４
条
に
掲
げ
ら
れ
る
地

方
公
共
団
体
の
責
務
で
あ
る
、
基
本
理
念
に
関
す

る
県
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
自
転
車
の
活
用

を
総
合
的
、
計
画
的
に
推
進
す
る
。

・
自
転
車
活
用
に
よ
り
得
ら
れ
る
多
様
な
効
果
を

県
民
に
広
く
発
信
し
、
自
転
車
の
活
用
促
進
を
総

合
的
に
図
る
と
と
も
に
、
交
通
体
系
に
お
け
る
自

転
車
に
よ
る
交
通
の
役
割
の
拡
大
を
図
る
。

・
自
転
車
通
勤
の
普
及
促
進

・
自
転
車
の
魅
力
発
信

・
「
福
岡
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
整
備

継
続

(縮
小
)

・
自
転
車
の
魅
力

を
体
験
す
る
機
会

の
提
供
回
数

－
2
5
回

(
R
5
年
度
)

(
累
計
4
0
回
)

8
5
回

(
R
4
～
R
8

累
計
)

3
5
0
件

(
R
6
年
度
)

3
9
3
件

(
R
5
年
度
)

3
4
0
件

(
R
5
年
度
)
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評
価
区
分

目
標
値

実
績
値

次
の
目
標

（
年
度
）

（
年
度
）

（
年
度
）

県
の
対
応
状
況

外
部
評
価
に
お
け
る
意
見

(
今
後
の

方
向
性
)

事
業
名

担
当
課

指
標

事
業
の
内
容

事
業
の
ね
ら
い
・
目
的

外
部
評
価
時
点
で
の
事
業
の
状
況

・
河
川
愛
護
団
体

登
録
数

5
3
0
団
体

(
R
5
年
度
)

5
2
6
団
体

(
R
5
年
度
)

5
3
0
団
体

(
R
6
年
度
)

・
河
川
愛
護
団
体

の
除
草
区
間
の
登

録
延
長

1
,
2
7
0
k
m

(
R
5
年
度
)

1
,
1
0
5
k
m

(
R
5
年
度
)

1
,
1
0
5
k
m

(
R
6
年
度
)

・
被
害
者
支
援
活

動
実
施
率

1
0
0
％
以
上

(
R
5
年
度
)

1
0
1
％

(
R
5
年
度
)

1
0
0
％
以
上

(
R
6
年
度
)

・
性
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
が
学
校
に
行
け

な
く
な
る
と
い
っ
た
犯
罪
の
後
遺
症
の
よ
う
な

も
の
に
対
す
る
手
厚
い
支
援
、
長
い
ケ
ア
が
で

き
る
と
よ
い
。

・
警
察
の
事
業
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
当
課
配

置
の
臨
床
心
理
士
の
資
格
を
持
つ
職
員
が
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
い
う
形
で
入
り
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
対
応
し
て

い
る
。

・
広
報
啓
発
活
動

回
数

1
4
4
回

(
R
5
年
度
)

1
5
6
回

(
R
5
年
度
)

1
4
4
回

(
R
6
年
度
)

・
成
果
指
標
の
「
被
害
者
支
援
活
動
実
施
率
」
が

1
0
0
％
を
超
え
て
い
る
が
、
1
0
0
％
や
る
べ
き

支
援
を
行
っ
た
上
で
、
１
％
が
別
の
と
こ
ろ
（
指

定
し
て
い
な
い
事
件
）
で
支
援
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
し
た
方
が
よ
い
。

・
成
果
指
標
の
「
被
害
者
支
援
活
動
実
施
率
」
の

表
の
内
容
を
変
更

・
目
標
値
の
設
定
根
拠
の
被
害
者
支
援
活
動
実

施
率
に
説
明
文
を
追
加

・
若
年
層
に
対
す
る
性
犯
罪
も
増
え
て
き
て
い

る
た
め
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
具
合
を
見
な
が
ら
、

適
切
な
指
導
を
早
期
に
で
き
る
と
よ
い
。
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
の
分
析
を
し
て
、
よ
り
踏
み
込
ん

だ
内
容
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
結
果
を
活
用
し
、
昨
年

度
、
小
学
校
低
学
年
、
中
学
年
及
び
高
学
年
の

テ
キ
ス
ト
見
直
し
を
実
施
済
。

・
今
年
度
も
中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
テ
キ
ス

ト
見
直
し
を
実
施
予
定
。

・
今
後
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
適
宜
、
テ
キ
ス
ト
の
見
直
し
を
実
施
す
る
。

・
成
果
指
標
が
大
人
も
含
め
た
性
犯
罪
認
知
件

数
で
あ
り
事
業
効
果
が
見
え
に
く
い
た
め
、
未

成
年
者
の
被
害
者
数
を
、
成
果
指
標
に
し
な
く

と
も
注
視
し
な
が
ら
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
未
成
年
者
の
被
害
者
数

の
経
過
を
注
視
し
な
が
ら
取
組
を
進
め
て
ま
い

る
。

・
夜
間
休
日
の
調
整
数
を
増
や
す
の
で
は
な

く
、
調
整
不
能
数
を
ゼ
ロ
に
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
成
果
指
標
が
違
う
の
で

は
な
い
か
。
受
入
困
難
数
を
減
ら
す
こ
と
が
一

番
大
事
で
あ
り
、
１
０
０
％
を
目
指
す
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
加
え
て
成
果
指
標
と
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

・
年
間
７
０
件
の
目
標
は
、
平
成
２
４
年
度
に
実

施
し
た
調
査
か
ら
、
福
岡
地
域
の
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
で
母
体
搬
送
の
受
け
入
れ
を

断
っ
た
件
数
を
基
に
設
定
し
、
目
安
と
し
て
定

め
た
も
の
。

・
本
事
業
は
、
調
整
不
能
数
（
搬
送
で
き
な
か
っ

た
件
数
）
が
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
前
提

で
あ
り
、
よ
り
円
滑
な
搬
送
に
つ
な
げ
る
目
的

で
行
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
前
提
を
成

果
指
標
と
す
る
意
義
は
見
出
し
が
た
い
。

・
人
命
に
関
わ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
く
受
け

入
れ
が
で
き
る
よ
う
、
依
頼
か
ら
受
入
ま
で
の

時
間
を
成
果
指
標
に
設
け
て
は
ど
う
か
。

・
依
頼
か
ら
受
入
を
行
う
ま
で
の
時
間
を
成
果

指
標
と
す
る
こ
と
は
、
依
頼
先
医
療
機
関
で
の

検
討
時
間
や
依
頼
元
医
療
機
関
か
ら
依
頼
先

医
療
機
関
へ
の
搬
送
時
間
と
い
っ
た
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
動
き
に
左
右
さ
れ
な
い
時
間

が
含
ま
れ
て
お
り
、
案
件
ご
と
に
か
か
る
時
間

が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
指
標
と
し
て
一
律
に
定

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

継
続

(一
部
改
善
)

・
遺
族
支
援
の
強
化

・
経
済
的
支
援
の
強
化

・
広
報
啓
発
の
強
化

・
犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
、
福
岡
県
犯
罪
被
害
者

等
支
援
条
例
、
第
４
次
犯
罪
被
害
者
等
基
本
計
画
、

福
岡
県
警
察
犯
罪
被
害
者
支
援
基
本
計
画
に
基
づ

く
各
種
施
策
を
実
施
し
、
更
な
る
犯
罪
被
害
者
支

援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
犯
罪
被
害
者
等
の
権

利
利
益
の
保
護
を
図
る
。

(
6
)
犯
罪
被
害
者
対
策
強
化
事

業 警
察
本
部
総
務
部

被
害
者
支
援
・
相
談
課

・
河
川
愛
護
団
体
へ
の
報
償

金
の
支
給

・
河
川
愛
護
団
体
の
傷
害
保

険
、
賠
償
責
任
保
険
へ
の
加

入 ・
ア
ダ
プ
ト
サ
イ
ン
（
河
川
美
化

標
識
）
の
設
置

・
河
川
愛
護
意
識
の
普
及
・
啓
発
を
図
る
。

・
河
川
愛
護
団
体
へ
の
支
援
を
行
い
、
育
成
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
自
主
的
な
河
川
の
清
掃
活
動
を
推

進
す
る
。

・
除
草
に
よ
り
、
護
岸
等
の
河
川
管
理
施
設
の
状
況

の
点
検
確
認
が
可
能
と
な
り
、
適
切
な
管
理
が
実

施
で
き
る
。

(
5
)
ク
リ
ー
ン
リ
バ
ー
推
進
対
策

事
業

県
土
整
備
部

河
川
管
理
課

継
続

(拡
充
)

（
意
見
な
し
）

3
6
2
件

(
R
5
年
度
)

1
9
0
件
以
下

(
R
8
年
度
)

継
続

(一
部
改
善
)

(
8
)
小
児
・
周
産
期
医
療
対
策

事
業
（
周
産
期
救
急
搬
送
時

受
入
調
整
事
業
）

保
健
医
療
介
護
部

医
療
指
導
課

・
新
生
児
集
中
治
療
室
（
N
IC
U
）
が
相
対
的
に
少

な
い
福
岡
地
域
に
お
い
て
、
受
入
調
整
に
係
る
医

師
の
負
担
を
緩
和
し
、
受
入
不
可
の
事
案
を
解
消

す
る
こ
と
で
、
搬
送
の
円
滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
が
、
N
IC
U
病

床
の
空
床
確
保
を
図
る
こ
と
で
、
常
時
重
篤
な
患

者
に
対
応
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。

・
妊
産
婦
の
週
数
や
病
態
に
応

じ
た
受
入
基
準
の
設
定

・
各
医
療
機
関
の
医
師
が
受

入
可
否
情
報
を
入
力
・
把
握
で

き
る
仕
組
み
の
構
築

・
母
体
搬
送
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
よ
る
搬
送
先
医
療
機

関
の
選
定
・
調
整
の
実
施

・
妊
婦
の
搬
送
先

へ
の
調
整
数

7
0
件

（
R
5
年
度
）

6
6
件

(
R
5
年
度
)

7
0
件

（
R
6
年
度
）

継
続

(拡
充
)

(
7
)
性
犯
罪
防
止
対
策
事
業

人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部

生
活
安
全
課

・
「
福
岡
県
性
暴
力
根
絶
条
例
」
に
基
づ
き
、
「
性
暴

力
根
絶
の
意
識
」
の
高
揚
や
性
犯
罪
を
は
じ
め
と

す
る
性
暴
力
の
被
害
者
及
び
加
害
者
を
生
ま
な
い

諸
対
策
に
よ
り
、
県
民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

・
性
暴
力
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
事
業

・
性
暴
力
根
絶
の
た
め
の
広
報

啓
発

・
加
害
者
の
社
会
復
帰
支
援

・
「
協
議
・
検
討
の
場
」
の
設
置

・
性
犯
罪
認
知
件

数
1
9
0
件
以
下

(
R
8
年
度
)

470



評
価
区
分

目
標
値

実
績
値

次
の
目
標

（
年
度
）

（
年
度
）

（
年
度
）

県
の
対
応
状
況

外
部
評
価
に
お
け
る
意
見

(
今
後
の

方
向
性
)

事
業
名

担
当
課

指
標

事
業
の
内
容

事
業
の
ね
ら
い
・
目
的

外
部
評
価
時
点
で
の
事
業
の
状
況

・
障
が
い
の
あ
る
方
が
作
業
の
過
程
で
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
、
工
賃
単
価
を
上
げ
て
い
く
と

い
っ
た
取
組
は
必
要
で
あ
り
、
そ
の
取
組
を
細

か
く
分
け
て
取
組
の
状
態
が
見
え
る
よ
う
な
成

果
指
標
を
設
定
で
き
る
と
よ
い
。

　
色
々
な
障
が
い
の
あ
る
方
に
合
う
仕
事
の
量

や
質
を
丁
寧
に
見
な
が
ら
や
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
の
で
、
成
果
指
標
が
平
均
収
入
額
だ

け
だ
と
事
業
の
細
や
か
な
部
分
が
見
え
て
こ
な

い
。

・
障
が
い
の
程
度
、
特
性
は
多
岐
に
わ
た
る
た

め
、
作
業
の
過
程
で
身
に
付
け
る
ス
キ
ル
も

様
々
で
あ
っ
て
、
成
果
指
標
と
し
て
一
律
に
設

定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

・
な
お
、
平
均
収
入
月
額
に
つ
い
て
は
、
障
が
い

特
性
等
に
よ
り
利
用
日
数
が
少
な
い
方
を
多
く

受
け
入
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国

が
新
し
い
算
定
式
を
導
入
し
て
お
り
、
よ
り
実

態
に
即
し
た
算
定
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

・
指
導
員
の
育
成
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
の
仕
事
を

受
注
で
き
て
い
な
い
事
業
所
へ
の
支
援
に
も

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

・
意
見
を
踏
ま
え
て
、
事
業
所
へ
の
支
援
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

・
食
品
提
供
企
業

の
数

3
5
企
業

(
R
5
年
度
)

2
0
企
業

(
R
5
年
度
)

3
5
企
業

(
R
6
年
度
)

・
「
食
品
ロ
ス
削
減

協
力
店
」
の
登
録

店
舗
数
（
愛
称
：
食

べ
も
の
余
ら
せ
ん

隊
）

5
0
店
舗

(
R
5
年
度
)

9
9
6
店
舗

(
R
5
年
度
)

5
0
店
舗

(
R
6
年
度
)

(
1
1
)
農
業
Ｄ
Ｘ
加
速
化
事
業

農
林
水
産
部

経
営
技
術
支
援
課

水
田
農
業
振
興
課

園
芸
振
興
課

・
水
田
農
業
、
園
芸
の
各
分
野
に
お
け
る
D
X
推
進

の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
導
入
の
支
援
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
情
報
や
物
流
情
報
の
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築

支
援
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
活
用
体
制
の
推

進
等
を
実
施

・
農
業
D
X
の
体
制
整
備
と
し
て
、
「
福
岡
県
農
業

D
X
推
進
協
議
会
」
で
推
進
計
画
策
定
、
産
地
と

メ
ー
カ
ー
、
県
が
一
体
と
な
っ
た
営
農
支
援
シ
ス
テ

ム
の
開
発
・
実
証
支
援
、
農
業
D
X
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
よ
る
最
新
の
知
見
を
発
信

・
ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の
導
入

支
援

・
農
業
D
X
の
推
進
体
制
整
備

・
D
X
に
つ
な
が
る

ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
の
導
入
経
営
体

数

3
1
5
経
営
体

(
R
5
年
度
)

5
0
7
経
営
体

(
R
5
年
度
)

3
5
0
経
営
体

(
R
6
年
度
)

継
続

(一
部
改
善
)
（
意
見
な
し
）

1
5
,
6
0
7
円

（
全
国
4
1

位
）

（
R
4
年
度
）

全
国
1
0
位

以
内

（
R
8
年
度
）

継
続

（
拡
充
）

(
1
0
)
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
事

業 環
境
部

循
環
型
社
会
推
進
課

・
資
源
の
有
効
利
用
、
環
境
負
荷
低
減
の
観
点
か
ら

食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進

・
食
品
ロ
ス
削
減
に
よ
る
資
源
の
有
効
利
用
を
通

じ
た
持
続
可
能
で
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
循

環
型
社
会
の
実
現

・
食
品
ロ
ス
の
各
発
生
主
体
に

働
き
か
け
る
、
食
品
ロ
ス
削
減

に
向
け
た
県
民
運
動
の
実
施

継
続

(一
部
改
善
)

(
9
)
障
が
い
者
収
入
向
上
支
援

事
業
（
「
福
岡
モ
デ
ル
」
就

労
支
援
推
進
事
業
、
県
優
先

調
達
拡
大
事
業
、
県
デ
ジ
タ

ル
化
業
務
発
注
事
業
）

福
祉
労
働
部

障
が
い
福
祉
課

・
障
が
い
者
施
設
が
大
量
の
受
注
作
業
に
対
応
で

き
る
体
制
の
整
備
、
優
先
調
達
の
拡
大
に
よ
る
共

同
受
注
機
能
の
強
化
を
図
る
。

・
「
福
岡
モ
デ
ル
」
就
労
支
援
推

進
事
業

・
県
優
先
調
達
拡
大
事
業

・
県
デ
ジ
タ
ル
化
業
務
発
注
事

業

・
障
が
い
者
施
設

で
働
く
障
が
い
の

あ
る
人
の
平
均
収

入
月
額

1
7
,
0
3
1
円

（
R
4
年
度
）

・
事
業
の
成
果
を
登
録
店
舗
数
だ
け
で
評
価
す

る
の
は
難
し
い
。
食
品
ロ
ス
削
減
の
状
況
が
わ

か
る
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
い
う
方
法
が
い
い

か
、
少
し
研
究
し
て
い
た
だ
き
、
成
果
が
見
え
る

よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
食
品
ロ
ス
の
量
に
つ
い
て
は
、
都
度
都
度
出

す
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
「
「
食
品
ロ
ス
削
減
県

民
運
動
協
力
店
」
の
登
録
店
舗
数
」
を
「
福
岡
県

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
計
画
」
（
R
4
～
R
8
）
の
個

別
目
標
と
し
て
掲
げ
、
本
事
業
の
成
果
指
標
と

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

・
本
計
画
は
R
8
年
度
を
計
画
の
見
直
し
時
期

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
R
8
年
度
の
見
直
し
の

際
に
、
ご
指
摘
を
踏
ま
え
た
食
品
ロ
ス
削
減
の

状
況
が
わ
か
る
適
切
な
指
標
を
検
討
し
、
反
映

さ
せ
る
。

(
1
2
)
県
立
工
業
高
校
産
業
人

材
育
成
事
業

教
育
庁
教
育
振
興
部

高
校
教
育
課

・
先
端
成
長
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
幅
広
い
産
業

が
求
め
る
高
度
な
技
能
や
、
実
践
的
な
も
の
づ
く

り
技
能
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

・
先
端
成
長
産
業
が
求
め
る
、
開
発
に
携
わ
る
視

点
・
考
え
方
を
養
う

・
最
先
端
の
高
度
な
知
識
を
習
得
し
、
そ
れ
を
活
か

す
た
め
の
高
度
な
技
術
を
身
に
付
け
る

・
人
材
育
成
の
た
め
の
教
員
等
の
技
術
力
・
指
導
力

の
向
上

・
県
立
工
業
高
校
生
の
県
内
就
職
率
の
向
上

・
半
導
体
関
連
産
業
の
活
発
化
に
対
応
す
る
た
め
、

高
校
卒
業
後
に
半
導
体
関
連
産
業
で
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
だ
け
で
な
く
保
守
業
務
ま
で
対
応
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る

・
高
度
も
の
づ
く
り
技
能
育
成

事
業

・
３
次
元
C
A
D
活
用
能
力
育

成
事
業

・
産
学
官
連
携
産
業
人
材
育

成
事
業

・
半
導
体
人
材
育
成
事
業

・
県
内
企
業
へ
の

就
職
率

7
5
.
0
％

(
R
5
年
度
)

6
7
.
4
％

(
R
5
年
度
)

7
5
.
0
％

(
R
6
年
度
)

継
続

(拡
充
)

・
事
業
の
趣
旨
と
し
て
は
技
能
を
高
め
る
こ
と

な
の
で
、
専
門
人
材
の
育
成
の
成
果
が
見
ら
れ

る
よ
う
な
指
標
が
あ
る
と
よ
い
。

・
リ
ー
ス
機
材
を
配
備
し
た
す
べ
て
の
学
校
で

使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
使
用
率
ま
で

は
把
握
で
き
な
い
た
め
利
用
状
況
に
関
す
る

成
果
指
標
の
設
定
は
困
難
で
あ
る
が
、
生
徒
の

教
育
訓
練
前
後
の
意
識
変
化
や
別
事
業
（
職
業

資
格
取
得
支
援
事
業
）
等
の
合
格
者
数
の
変
化

を
複
合
的
に
考
え
た
指
標
を
今
後
検
討
し
て
ま

い
る
。

・
県
内
自
動
車
関

連
企
業
へ
の
就
職

率

3
0
.
0
％

(
R
5
年
度
)

2
4
.
8
％

(
R
5
年
度
)

3
0
.
0
％

(
R
6
年
度
)

・
か
な
り
の
事
業
費
を
機
材
に
充
て
て
い
る
の

で
、
そ
れ
が
き
ち
ん
と
利
用
さ
れ
、
在
学
生
の

人
材
育
成
、
教
育
に
役
立
っ
て
い
る
の
が
わ
か

る
成
果
指
標
が
あ
る
と
よ
い
。

・
県
内
半
導
体
関

連
企
業
へ
の
就
職

率

1
8
.
0
％

(
R
5
年
度
)

1
6
.
1
％

(
R
5
年
度
)

2
0
.
0
％

(
R
6
年
度
)
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